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　あ と が き

本誌は 1928年に久保猪之吉
によって「耳鼻咽喉科」とし
て創刊され，1988年に「耳鼻
咽喉科・頭頸部外科」と改題
いたしました。

編集顧問　　　　　　　　　　　　　編集委員
佐々木　好久　　八木　聰明　　　　　吉原　俊雄
曽田　豊二　　　竹中　洋　　　　　　小川　郁
坂井　真　　　　　　　　　　　　　丹生　健一

　あとがきを書いておりますこの時期は桜が満開です。都内を車で走りますと桜の木の下には必ず
シートを地面に敷き色々なグループが酒盛りをしています。規模の大きいところから，公園で 1～2
本しかない木の下でもしっかり宴会モードです。私はと言えば，他の外科系医局から当医局に花見
の会のお誘いがありましたが，若手に任せて風邪を引かぬように帰宅へと向かい，体力温存といた
しました。5月号（6号）発刊のころは，それこそ暖かい発汗の時期になっていると思います。5～
7月には耳鼻咽喉科関連の学会もあちらこちらで開催され，耳鼻咽喉科の先生方は準備も含め，全
国で忙しく活動されている頃でしょう。
　さて 6号の特集は「いまさら聞けない聴覚検査の ABC」として専門の先生にとりましてはもちろ
ん，聴覚検査でわからないことや疑問をもっておられる先生方には丁寧に解説され，とても有用な
企画となっています。8つの各項目を専門の先生方がわかりやすく解説，紹介，いまさら聞けない
と感じている検査内容について改めて聴覚検査の道しるべとして示してくれています。
　原著としては ESSを施行した好酸球性副鼻腔炎症例に関する論文，顔面神経麻痺を契機に発見さ
れた肺癌に関する論文，原発性副甲状腺機能亢進症の検討についての論文が掲載されています。い
ずれも臨床医にとって有意義な論文であり是非一読していただければと思います。
　また本号には久しぶりに鏡下囁語の企画として九州大学名誉教授上村卓也先生から原稿をいただ
きました。「牝ライオン Cecilの死」という題でアフリカの野生動物の絶滅危惧に関して，私たちの
気が付かなかったこと，別な視点からの状況が書かれています。
　執筆していただいた先生，ご投稿していただいた先生方に改めて御礼申し上げます。 （吉原俊雄）
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